
＜⽬標＞ ＜KPI＞

輸⼊相⼿国の多様化状況
（主要穀物別ウェイト付ハ―フィンダール指数）

⽣産量（⻘刈りとうもろこし等飼料作物を含む）
国内の農業⽣産の
増⼤

安定的な輸⼊の
確保

備蓄の確保

＋

＋

品⽬ごとの単収

輸出の促進

国産切替量（⻨、⼤⾖、加⼯・業務⽤野菜）

輸出量

⾷料⾃給⼒の確保
⽣産コストの低減

国内消費仕向量（輸⼊量含む）
⾷料の安定的な供給
⾷料安全保障の確保

輸⼊の安定化

⾷料の備蓄の確保
(⽶、⻨)

⽣産性の向上
（労働⽣産性・⼟地⽣産性）

⾷品産業の海外展開
による収益額

インバウンドによる
⾷関連消費額

農林⽔産物・⾷品の輸出額

技術

国産⼩⻨・⼤⾖の保管数量

参考資料１

・2030年に向けて順調に推移しているものは⻘字
・2030年に向けてより⼀層の取組が必要なものは⾚字

※１:基準値は⾷料・農業・農村基本計画による
※２:最新値は原則として2025年(年度)、それ以外は個別に記載

動植物防疫 動植物防疫の確実な実施

作付⾯積

⾷料⾃給率

⼆国間政府間対話等の枠組数

農場における飼養衛⽣管理の⾃⼰点検結果

総合防除実践指標策定数

インバウンドによる⼀⼈当たり⾷関連消費額

訪⽇外国⼈旅⾏者数

輸⼊相⼿国の調達網への投資実⾏件数

⼤規模に農畜産物の輸出に取り組む産地数

輸出重点品⽬ごとの輸出額

公的機関における海外への品種登録出願に係る判断基準の整備

育成者権管理機関の法⼈化とライセンス先による商業栽培の開始

（別表２）

（別表１）

28,744 28,744 90,000
（ｔ）

15 ８ 約20 （件）

３ ７ ―

65 88 259 （産地）

― 6 100 （％）

― 法⼈化達成 1件以上
6.9 7.3 9 （兆円）⾷料品製造業の現地法⼈の売上⾼

GFVC推進官⺠協議会会員企業のうち現地法⼈を有している企業数

280 303 411 （億円）

187 216 230 （社）

6.4 6.4 7.5 （万円/⼈）

2,507 4,268 6,000 （万⼈）

― 32 470 （件）

基準値※１最新値※２2030年⽬標

（％）

供給熱量ベース 38 37 45

摂取熱量ベース

61 66 69
45 45 53

供給熱量ベースの⾷料国産率
飼料⾃給率

⽣産額ベースの⾷料国産率 67 71 76 （％）
47 46 54 （％）
27 24 28 （％）

基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標

6,258 7,863 25,500
⼩⻨
⼤⾖

― ▲63,000 275,000

（ｔ）
― 400 125,000

⼩⻨
⼤⾖

― ▲360,000 320,000加⼯・業務⽤野菜

（別表１）

⾷料品製造業の現地法⼈から⽀払われるロイヤリティ
基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標

（兆円）1.6 1.7 3

基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標
（兆円）1.5 1.7 5

基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標
（兆円）1.6 2.7 4.5

0.37 0.33 ―
0.47 0.48 ―

⼩⻨
⼤⾖

0.51 0.49 ―とうもろこし

98 99 100
（％）96 97 100

家きん
豚等

⾷料・農業・農村基本計画で定める⽬標・KPIについて（⼀覧③）

⽣産額ベース

(2023年度)

(2023年度)

(2023年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)



作付⾯積（万ha）
飼養頭⽻数（万頭、百万⽻）単収（kg/10a）⽣産量（万t）国内消費仕向量（万t）

〔1⼈・1年当たり消費量（kg/⼈・年）〕
品⽬ うち輸出量（万t）

2030年最新値基準値2030年最新値基準値2030年最新値基準値2030年最新値基準値2030年最新値基準値

14414714857054753539.65.44.4818804791777
(50.6)

800
(52.0)

824
(51.1)⽶

2623235374494720０0137103109632
(31.7)

659
(32.8)

631
(31.0)⼩⻨

6.86.46.43823573630０0262323196
(0.3)

188
(0.4)

197
(0.3)⼤⻨・はだか⻨

1714162231811691.10.20.2392626364
(7.0)

382
(7.3)

356
(7.0)⼤⾖

7.06.96.77055530０04.93.83.612
(0.6)

12
(0.6)

13
(0.6)そば

3.43.13.22,4592,2302,2401.50.90.784707285
(4.0)

72
(3.7)

74
(3.7)かんしょ

7.46.97.13,1323,0503,3301.50.81.5233211238344
(17.4)

341
(17.6)

348
(16.5)ばれいしょ

7.77.57.9－－－<0.1><0.1><0.1><70><68><54><200>
(<16.1>)

<211>
(<16.7>)

<212>
(<16.6>)⽢味資源作物（砂糖）

5.04.85.16,7306,6606,650－ー－337<55>320<51>340<41>－ー－てん菜<精糖換算>

2.72.72.75,9435,9105,210－ー－133<15>138<17>118<13>－ー－さとうきび<精糖換算>

3936383,0792,8592,8704.61.72.31,2019941,0871,441
(107.2)

1,292
(80.7)

1,363
(84.6)野菜

1919191,3341,2461,25813.76.37.7256231245636
(31.7)

614
(29.9)

644
(31.3)果樹

1.61.51.6－－－4614.917.14,5003,6953,684－ー－花き※3

3.53.33.62172252091.51.30.87.57.57.56.3
(0.5)

6.7
(0.5)

7.1
(0.6)茶

0.070.060.06245241248－ー－0.20.10.1－ー－薬⽤作物

10186883,7183,5233,541－ー－409325336－ー－飼料作物

275247267－－－1.61.20.936353587
(6.3)

84
(6.0)

87
(6.1)⽜⾁

792876880－－－0.20.20.2929091187
(13.5)

186
(13.2)

186
(13.1)豚⾁

141142141－－－1.00.40.4172172169265
(15.1)

269
(15.0)

260
(14.4)鶏⾁

129139129－－－2.92.22.0252243248261
(17.3)

253
(16.4)

257
(16.5)鶏卵

117129136－－－2.71.71.37327407321,152
(90.8)

1,129
(88.2)

1,170
(90.1)⽣乳

－ー－－－－212.669.355.8526327349736
(22.5)

615
(20.2)

663
(22.1)⽔産物

別表１︓品⽬ごとの国内消費仕向量、⽣産量、輸出量、単収、作付⾯積

※１:基準値は⾷料・農業・農村基本計画による
※２:最新値は原則として2025年(年度)。下線は2023年または2024年（年度）。
※３:花きの⽣産量は産出額、輸出量は切り花の輸出額。単位は億円。産出額は「⽣産農業所得統計」「花⽊等⽣産状況調査」により算出。

・2030年⽬標に向けて順調に進んでいるものは⻘字
・2030年に向けてより⼀層の取組が必要なものは⾚字
※気象条件や市況等により年ごとの変動が⽣じることに留意



別表２︓輸出重点品⽬ごとの輸出額

2030年⽬標最新値（2025年）基準値（2024年）品⽬
1,132731648⽜⾁
523024豚⾁
442525鶏⾁
1098171鶏卵
883305305⽜乳乳製品
279144201果樹（りんご）
3804759果樹（ぶどう）
1802530果樹（もも）
1301415果樹（かんきつ）
541111果樹（かき・かき加⼯品）
1001110果樹（なし）※２

2536754果樹（いちご）
2406665野菜（ながいも、たまねぎ等） ※１

694536野菜（かんしょ・かんしょ加⼯品）※１

922159136⽶・パックご飯・加⼯⽶飯・⽶粉及び⽶粉製品
810721364茶
461516切り花

2,876604574清涼飲料⽔
2,050433409菓⼦
3,351721669ソース混合調味料
926206185味噌・醤油
760459435清酒（⽇本酒）
750490436ウイスキー
502017本格焼酎・泡盛
85010274製材
1158674合板
736528414ぶり
2048069たい

1,3851,024872ホタテ⾙・ホタテ⾙加⼯品※２

935562牡蠣・牡蠣加⼯品※２

472412412真珠
10010072錦鯉

※１︓輸出重点品⽬は「かんしょ・かんしょ加⼯品、ながいも、たまねぎ等」で１品⽬として設定。
※２︓基本計画策定後の令和７年５⽉に改定された「農林⽔産物・⾷品の輸出拡⼤実⾏戦略」により、なし、ホタテ⾙加⼯品及び牡蠣・牡蠣加⼯品が輸出重点品⽬に追加され、同戦略において品⽬ごとに輸出額⽬標が定められた。

・2030年に向けて順調に推移しているものは⻘字
・2030年に向けてより⼀層の取組が必要なものは⾚字


